
（第25期第１四半期）

自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

新規上場申請のための四半期報告書

株式会社イタミアート

2024/02/27 11:15:18／22969940_株式会社イタミアート_公開申請書類（第１四半期）



頁

表　紙

第一部　企業情報 ……………………………………………………………………………………………………………… １

第１　企業の概況 …………………………………………………………………………………………………………… １

１　主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… １

２　事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… １

第２　事業の状況 …………………………………………………………………………………………………………… ２

１　事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… ２

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………… ２

３　経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… ３

第３　提出会社の状況 ……………………………………………………………………………………………………… ４

１　株式等の状況 ……………………………………………………………………………………………………… ４

(1）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… ４

(2）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… ４

(3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ………………………………………………… ４

(4）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… ４

(5）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… ４

(6）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… ５

２　役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… ５

第４　経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… ６

１　四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… ７

(1）四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… ７

(2）四半期損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… ８

第１四半期累計期間 …………………………………………………………………………………………… ８

２　その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 11

第二部　提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 12

目　　　　　　　次

2024/02/27 11:15:18／22969940_株式会社イタミアート_公開申請書類（第１四半期）



【提出書類】 新規上場申請のための四半期報告書

【提出先】 株式会社東京証券取引所　代表取締役社長　　岩永　守幸　殿

【提出日】 2024年３月４日

【四半期会計期間】 第25期第１四半期（自　2023年２月１日　至　2023年４月30日）

【会社名】 株式会社イタミアート

【英訳名】 itamiarts inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　伊丹　一晃

【本店の所在の場所】 岡山市南区新保660-15

【電話番号】 086-805-4150（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　河田　肇

【最寄りの連絡場所】 岡山市南区新保660-15

【電話番号】 086-805-4150（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　河田　肇

【表紙】

2024/02/27 11:15:18／22969940_株式会社イタミアート_公開申請書類（第１四半期）



回次
第25期

第１四半期累計期間
第24期

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

自　2022年２月１日
至　2023年１月31日

売上高 （千円） 744,933 2,506,542

経常利益 （千円） 74,339 127,096

四半期（当期）純利益 （千円） 54,133 91,817

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 150,500 150,500

発行済株式総数 （株） 1,050,000 1,050,000

純資産額 （千円） 322,029 270,182

総資産額 （千円） 2,400,766 2,227,252

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 51.56 87.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 13.4 12.1

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．１株当たり配当額については、無配のため、記載しておりません。

５. 当社は第24期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第24期第１四半期累計

期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６．当社は、2022年11月15日開催の取締役会決議により、2022年12月15日付で普通株式１株につき100株の割合

で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社にお

ける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は前第１

四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っており

ません。

(1)財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第１四半期累計期間（2023年２月１日～2023年４月30日）における日本経済は、新型コロナウイルスの新規感

染者減少に伴う個人消費の持ち直しのほか、行動制限や入国制限の緩和など政策的な追い風により回復の兆しがみ

られる一方、ウクライナ情勢の長期化により地政学的緊張が続くほか、原材料・エネルギー価格の高騰、インフレ

の拡大などにより景気後退に対する懸念も払拭できず、依然として経済の見通しは不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況のなか、新型コロナウイルスの蔓延によって実施されてきた様々な制限が徐々に緩和されるにつ

れて、販促需要が一気に高まりました。当社においても、１月にのぼり旗、横断幕等の価格改定を順次行い、原材

料やエネルギー価格の高騰を販売価格に転嫁したほか、毎月のDM発送や３月にキャンペーンを実施するなど積極的

なプロモーション活動を行いました。また、駐車場看板やA型スタンド看板といった前年度に発売を開始した商品

を主要サイトにも掲載して顧客の目に触れる機会を増やしたほかSEO対策に注力した結果、主要なサイトで流入数

が増加しました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は744,933千円、営業利益は62,637千円、経常利益は74,339千円、

四半期純利益は54,133千円となりました。

なお、当社はSP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。

（売上高）

当第１四半期累計期間の売上高は744,933千円となりました。これは主に、のぼり旗、横断幕等の価格改定によ

り原材料やエネルギー価格の高騰を販売価格に転嫁したほか、積極的なプロモーション活動、前年度に発売を開始

した商品を主要サイトにも掲載して顧客の目に触れる機会を増やしたことに加え、SEO対策に注力したこと等によ

ります。

（売上原価、売上総利益）

当第１四半期累計期間の売上原価は444,795千円となりました。これは主に、原材料の仕入、減価償却費及び印

刷機の消耗品費の計上によるものです。この結果、売上総利益は300,138千円となりました。

（販売費及び一般管理費、営業利益）

当第１四半期累計期間の販売費及び一般管理費は237,500千円となりました。これは主に、人件費、荷造運賃及

び広告宣伝費の計上によるものです。この結果、営業利益は62,637千円となりました。

（営業外収益、営業外費用、経常利益）

当第１四半期累計期間の営業外収益は14,549千円となりました。これは主に、為替差益及び受取家賃の計上によ

るものです。また、当第１四半期累計期間の営業外費用は2,848千円となりました。これは主に、支払利息の計上

によるものです。この結果、経常利益は74,339千円となりました。

（特別利益、特別損失、法人税等合計、四半期純利益）

当第１四半期累計期間の特別利益は2,560千円となりました。これは、投資有価証券売却益の計上によるもので

す。当第１四半期累計期間の特別損失の計上はありません。当第１四半期累計期間の法人税等合計は22,765千円と

なりました。これらの結果を受け、当第１四半期累計期間の四半期純利益は54,133千円となりました。
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②財政状態の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べて173,514千円増加し2,400,766千円となりました。流

動資産は、前事業年度末と比べて64,352千円増加し727,253千円、固定資産は、前事業年度末と比べて109,161千円

増加し1,673,513千円となりました。

流動資産の主な増加要因は、受取手形及び売掛金が61,673千円増加したことによるものです。

固定資産の主な増加要因は、機械及び装置が37,869千円、その他有形固定資産が44,359千円、投資その他の資産

が35,794千円それぞれ増加したことによるものです。

（負債）

当第１四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べて121,667千円増加し2,078,737千円となりました。流動

負債は、前事業年度末と比べて100,789千円増加し851,696千円、固定負債は、前事業年度末と比べて20,878千円増

加し1,227,041千円となりました。

流動負債の主な増加要因は、短期借入金が100,000千円増加したことによるものです。

固定負債の主な増加要因は、長期借入金が25,656千円増加した一方、その他固定負債が5,322千円減少したこと

によるものです。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べて51,846千円増加し322,029千円となりました。

主な要因は、利益剰余金が四半期純利益の計上により54,133千円増加したことによるものです。

(2)会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(3)経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

(4)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,200,000

計 4,200,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年３月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,050,000 1,050,000 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,050,000 1,050,000 － －

②【発行済株式】

（注）当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

2023年２月１日～

2023年４月30日
－ 1,050,000 － 150,500 － 52,500

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2023年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

1,050,000
10,500

権利内容に何ら限定のな 

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,050,000 － －

総株主の議決権 － 10,500 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。

2024/02/27 11:15:18／22969940_株式会社イタミアート_公開申請書類（第１四半期）

- 5 -



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年１月31日）

当第１四半期会計期間
（2023年４月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 312,773 309,747

受取手形及び売掛金 201,049 262,723

商品及び製品 26,894 24,367

仕掛品 22,943 17,868

原材料及び貯蔵品 46,224 50,931

その他 53,014 61,615

流動資産合計 662,900 727,253

固定資産

有形固定資産

建物(純額) 662,241 655,707

機械及び装置(純額） 341,482 379,351

土地 424,740 424,740

その他(純額) 74,246 118,606

有形固定資産合計 1,502,711 1,578,406

無形固定資産 18,860 16,533

投資その他の資産 42,780 78,574

固定資産合計 1,564,351 1,673,513

資産合計 2,227,252 2,400,766

負債の部

流動負債

買掛金 61,750 79,537

短期借入金 － 100,000

1年内返済予定の長期借入金 385,482 385,892

未払法人税等 54,494 32,548

賞与引当金 15,480 27,924

その他 233,698 225,793

流動負債合計 750,907 851,696

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 1,046,732 1,072,388

退職給付引当金 5,460 5,975

資産除去債務 20,413 20,443

その他 33,557 28,234

固定負債合計 1,206,162 1,227,041

負債合計 1,957,069 2,078,737

純資産の部

株主資本

資本金 150,500 150,500

資本剰余金 52,500 52,500

利益剰余金 64,895 119,029

株主資本合計 267,895 322,029

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,287 －

評価・換算差額等合計 2,287 －

純資産合計 270,182 322,029

負債純資産合計 2,227,252 2,400,766

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年４月30日）

売上高 744,933

売上原価 444,795

売上総利益 300,138

販売費及び一般管理費 237,500

営業利益 62,637

営業外収益

受取家賃 4,211

売電収入 1,082

為替差益 8,907

その他 348

営業外収益合計 14,549

営業外費用

支払利息 1,320

賃貸費用 879

売電費用 531

その他 116

営業外費用合計 2,848

経常利益 74,339

特別利益

投資有価証券売却益 2,560

特別利益合計 2,560

税引前四半期純利益 76,899

法人税、住民税及び事業税 30,539

法人税等調整額 △7,773

法人税等合計 22,765

四半期純利益 54,133

（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】
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前事業年度
（2023年１月31日）

当第１四半期会計期間
（2023年４月30日）

電子記録債権割引高 3,562千円 2,637千円

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

電子記録債権割引高

当第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年４月30日）

減価償却費 38,502千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年４月30日）

当社はSP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期累計期間

（自　2023年２月１日

　　至　2023年４月30日）

のぼり 391,998

幕 192,484

冊子 55,915

うちわ 8,138

その他 96,397

顧客との契約から生じる収益 744,933

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 744,933

（収益認識関係）

当社の事業は、SP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであり、主要な財又はサービスの種類別に分解した

収益は、以下のとおりであります。

（単位：千円）
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当第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年４月30日）

１株当たり四半期純利益 51円56銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 54,133

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 54,133

普通株式の期中平均株式数（株） 1,050,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

―

(1)所在地 岡山県岡山市北区七日市東町（七日市工場敷地内）

(2)設備の内容 建物

(3)延床面積 3,863.04㎡（1,168.57坪）

(4)投資予定額 540,000千円

(1)着工予定 2024年１月

(2)竣工予定 2024年８月

(1)借入先 株式会社広島銀行

(2)借入金額 600,000千円

(3)借入実行日 2024年８月30日

(4)借入期間 20年

(5)利率 基準金利＋スプレッド

(6)担保等の有無 無担保・無保証

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりませ

ん。

（重要な後発事象）

（重要な設備投資及び多額の資金の借入）

当社は、2023年10月16日開催の取締役会において、七日市工場の増設及びそれに伴う建設費用等の支払に充当

する資金の借入について、決議いたしました。

１．設備投資の目的

必要な生産量に応じて従業員を柔軟に配置して生産能力及び生産効率の向上を図るため、横断幕・懸垂

幕、マグネットシート、パネル等を製造している十日市工場の生産機能を七日市工場に集約することから、

七日市工場用地（当社が賃借中）に工場を増設いたします。なお、十日市工場は、七日市工場で使用する原

材料及び商品在庫等の保管倉庫として使用いたします。

２．設備投資の内容

３．設備の導入時期

４．借入の目的

七日市工場増設に係る建設費用等の支払いに充当するためであります。

５．借入の内容
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６．当該設備が生産活動に及ぼす重要な影響

竣工時期は2024年８月の予定であるため、2024年１月期における業績への重要な影響はありませんが、中

長期的には業績向上に資するものと判断しております。なお、今後開示すべき事項が生じた場合には速やか

に開示いたします。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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